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Qは生産量，Kは資本ストック，Nは労働投入量，Aは労働増大的な技術進歩，










に等しい 6）。μ → 0となることは，それだけマーク・アップ要因が増大，す
なわち企業の独占力が増すことを意味する。逆に，完全競争市場であれば，
μ → 1となる。Bertolaは，規模の収穫と独占力のパラメータの積について，
0 φμ 1 を仮定する。これは，生産関数の規模の収穫が一定（φ ＝ 1），あ
るいは逓増的（φ 1）であるとすると，μ 1，すなわち当該企業は何らか
の市場独占力を持った不完全競争企業であることを示す。逆に，企業が完全




























Conditions）を要約する変数である。なお，Hは，0 α 1 および 0 φμ
1 より，需要 Dおよび技術進歩 Aに対してはプラス ，賃


































































































































































































ここで，pは生産物価格，Qは生産量，ψ はマーク ･ アップ要因（Markup 
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スを考慮している。1つは投資量が正の場合，[I  0]，もう 1つは負の場合 [I 
 0]である。なお，（33）式において，ζ ≥ 1，かつ ϑ 1 ≠ ϑ 2  0 を仮定している。
ここでもし，ζ   1，かつ ϑ 1 = ϑ 2  0 であるとすると，（33）式は凸型で対称








































i,2  0，あるいは， ，のケース









クに依存していないことがわかる。資本の限界価値 Vi,2, Ki,1 は，ΠKi,1(Ki,1 + 
I
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Ⅰ．I
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不確実性下での不可逆的投資決定モデル（永冨）
線形であることを意味している。投資に対する不確実性の効果については，
κ  1 かつζ ≥ 1 であるから， となる。また，仮定より，ϑ
j
  0（ j＝
1，2）であるから，調整費用関数のパラメータは不確実性の増大が投資の増
加要因であるという結果に影響を与えない。投資が完全に不可逆的であるよ
うなケースは，（33）式において一般に，ϑ 1 ＝ 0，ϑ 2 ＝ ∞，ζ 1 ＝ 1 で示される。
しかし，ϑ 1 ＝ 0 と仮定すると，（47）式の分母はゼロとなってしまい定義で
























































































Dixit and Pindyck（1994），Bertola（1998），Abel and Eberly（1999）などがある。
 5） モデルの導出ならびに議論の詳細については，Bertola（1998）を参照せよ。














 10） ここで， とおけば，Caballeroの需要関数は Bertola（1998）で定義された
需要関数，すなわち前節の（2）式と等しくなる。
 11） Caballeroの生産関数と Bertollaの生産関数では，技術進歩に関する捉え方が若
干異なるものの，以下の議論において何ら本質的な影響は生じない。
 12） Caballeroは，調整費用関数において資本財価格を 1に基準化（pI＝ 1）して議
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